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(  )    用例の前の括弧に入れた番号は章ごとに改める。 
(   )  用例の後の括弧は出典を示す。 
     用例・引用中の下線は(特に断らない限り)筆者によるものである。 
＊    用例が非文法的であることを示す。 
??    用例がかなり不自然であることを示す。 
?     用例がやや不自然であるが、意味が通じる。 
〇    用例が自然であることを示す。 
＃    訳文が原文の意味と違うことを示す。 
 
用語の解釈 
 中訳：  『中日対訳コーパス』の中国語の訳文を指す。 
 訳：   先行研究における中国語、あるいは日本語の訳文を指す。 
 筆者訳： 本論文の筆者が訳した文を指す。 
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  (1) 私は   花子に  本を やった/あげた。 
  (2) 花子は  私に   本を くれた。 















  (4) 私は   花子に  本を 買ってやった。 
  (5) 花子は  私に   本を 買ってくれた。 









  (1)´ 我给花子书。 
    (私は花子に本をやった/あげた) 
 
  (2)´ 花子给我书。 
    (花子は私に本をくれた) 
 
  (3)´ a 花子给我书。            
    (花子は私に本をくれた) 
     b 我从花子那儿得到书。 
(私は花子に本をもらった) 
 
  (4)´ 我给花子买了书。 
    (私は花子に本を買ってやった) 
 
  (5)´ 花子给我买了书。 
   (花子は私に本を買ってくれた) 
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  (6)´ 我请花子买了书。 

















  (7) 太郎は花子に会ってやった。 
  筆者訳：＊ 太郎给花子见面了。 
    ○ 太郎见了花子。 
(太郎は花子に会った)1 
 
  (8) 友達は私の誕生日パーティーに来てくれた。 
  筆者訳：＊ 朋友给我来生日聚会。 
      ○ 朋友来我的生日宴会。 
(友達は私の誕生日パーティーに来た) 
                                                             
1括弧は正訳の中国語に対する直訳である。やや不自然な日本語になる場合があることを断っておく。 
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 (9) この雪に溶けてもらいさえすれば、春がやってくるんだけどな。 
  筆者訳：＊ 只要请雪融化了，春天就要来了哦。 
























                                             
5 
盧(2000)においては、中国語では、「NP1+给+NP2+VP+NP3」(NP1：動作主、NP2：受け
手、 NP3：被動者)の「给」構文に関して、「NP3 が NP2 の所有物である場合もこの受益
構文になる。もっとも典型的なものは身体語彙の場合である」と指摘している。 
  
(10) 张三给李四洗头。  
訳：張さんは李さんに頭を洗ってやる。            (盧 2000：193) 
 
さらに、盧(2000)は「「头」が李四の「头」で、张三が洗ったら、自然と「李四」へのサ











筆者訳：〇  牵着孩子的手。 







(13) ＊ 我给妈妈去了市场。 
(14) ＊ 僕は母親に市場へ行ってやった。 
  (○ 僕は母親のために市場へ行ってやった。)   (括弧の文は筆者による) 









  (15) 他给我哭了一个晚上 (彼は僕のために一晩中泣いてくれた) 
  (16) 我给你跑一趟吧！    (ひとっ走りしてきてやろう！) 
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宿舍。(林少华訳) 













  中訳： ○ 那好，我等你，因为我相信你。 




  中訳： ○ 鱼、肉、鸡蛋、火腿、紫菜等还能吃一些，而蔬菜 (不管熬的、炒的还是
凉菜)则一点也不吃。 








































                                                             
4李(2009)によると、ここでの“我”は話し手が自分と心理的に近いとみるうちの人を指す。“我”のほか
に“我们”、“(我)弟弟”などもある。 



















  (27) 他自从借了灵芝的圆规，量角器等等东西之后，常请灵芝帮他计算题目。 
(玉生は霊芝のコンパス、分度器などを借りてからというもの、ときどき数字の計









                                                             
5この例文では、話し手の視点が「野島」に置かれて述べられる。即ち、「野島」は話し手の身近な人と
見られ、中訳の“他”(彼)の機能は“我”(私)と同じである。 




  中訳：谢谢你时常来信。直子看了非常高兴。我也看了，我看也可以吧。 













表 1 日本語「テヤル」構文と対応する中国語の表現6 
対応する中国語の表現 例文数 比率 
なし(無標構文) 567 71.59% 
给 161 20.33% 
为 39 4.92% 
替 16 2.02% 
帮 9 1.14% 
合計 792 100.00% 
 
 
                                                             
6表における中国語の表現はいずれも文であることを表す。 
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表 2 日本語「テクレル」構文と対応する中国語の表現 
対応する中国語の表現 例文数 比率 
なし(無標構文) 1187 84.48% 
给 145 10.32% 
为 46 3.27% 
替 22 1.57% 
帮 5 0.36% 
合計 1405 100.00% 
  
表 3 日本語「テモラウ」構文と対応する中国語の表現 
対応する中国語の表現 例文数 比率 
なし(無標構文) 412 64.28% 
请 133 20.75% 
让 57 8.89% 
要 15 2.34% 
托 9 1.40% 
求 7 1.09% 
叫 5 0.78% 
使 3 0.47% 
合計 641 100.00% 
 






(小红寄包裹给朋友)(N1 は動作主、N2 は人を指す名詞、V は動詞、N3 は V の直接目的語)
の構造を持つ文である。さらに、“给”と V の語順によって前者の「N1+给+N2+V+N3」







は動作主、N2 は人を指す名詞、V は動詞、N3 は V の直接目的語)の構造をしている。 “为”、
“替”、“帮”はいずれも前置詞である。 
 “请”、“让”構文とは「N1+请/让+ N2+V+N3」(N1 は“请”、“让”の動作主、N2 は V































下の図 1～図 3 に示す。 
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図 1 「テヤル」構文の日中翻訳のフローチャート 




図 1-1  αのフローチャート 
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図 1-2 βのフローチャート 
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図 2 「テクレル」構文の日中翻訳のフローチャート 
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図 2-1 αのフローチャート 
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図 2-2 βのフローチャート 
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図 1 「テヤル」構文に関する日中翻訳のフローチャート 
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図 1-1 αのフローチャート 











































   中訳： ○ 那好，我等你，因为我相信你。 




   筆者訳：○ 今天是你生日，就做你喜欢的东西吧。我姑且忍着吃。 
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(6) a 彼女は夫のために髪を切った     
b  她给爱人剪头发了 
 
(7) a 彼女は子供のために手を洗った 
b   她给孩子洗手了      










(8)   a 彼女は夫の髪を切った 
b？她剪了爱人的头发  (受益ではなく、中立的か被害) 
 
(9)   a 彼女は子供の手を洗った 














剃っている。   『中日対訳コーパス』 
























































                                                             
7 「[でて][揚挙]げ」でもう検索したが、用例がなかった。 
                                             
30 
表 1 「テヤル」構文と対応する中国語の表現 








2 给 161 20.33% 
杏子は説明の札を読んでやった。 
中訳：杏子给梶大助念说明牌。 
















のいずれかも可能なものの三つに分けて考察した。以下の表 2 に示す。 
 
表 2 「テヤル」構文と対応する中国語の表現の考察 
 
                                                             
8 本論文では、パーセンテージはいずれも小数点第三位以下四捨五入で示す。 
9 表 2 における“给”構文においては、“给”構文と置換できる“为”構文、“替”構文、“帮”構文が
含まれ、置換されても文の意味に支障が起きない。そのため、“给”構文で一括でまとめることにする。 
中国語訳の構文 例文数 比率 
A 無標構文のみ 418 52.78% 




C1 “给”構文 180 22.73% 
C2 “为”構文 1 0.13% 
C3 “替”構文 1 0.13% 
C4 “为”構文と“替”構文のいずれか 12 1.50% 
合計 792 100.00% 
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上記の表 2 のデータを見ると、“给”構文に訳すことができる「テヤル」構文は最大の範
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表 3 「テヤル」構文における受影者の格 
「テヤル」構
文の中訳 






















































































「X ガ ～ シテヤル」 (X が話し手の視点を置く動作主) 
 
ステップⅠ 受影者の格が明示されている場合 
 「X ガ A ニ B ノ C ヲ シテヤル」という構造を持っている「テヤル」構文が以
下のようなものである。 
 








ステップⅡ  受影者が明示されていない場合 
 受影者が明示されていない「X ガ ～ シテヤル」という構造の「テヤル」構文に対
し、前後の文脈および文の意味によってその文の受影者の格を考える。 
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ステップⅢ  受影者を補うことができない場合 
以下の作例 4 は受影者が補うことができない「テヤル」構文に該当する。 
 
作例 4 太郎が 自分一人で 歩いてやろうと決心した。 
 
作例 4 においては、文の意味によって格助詞であろうと、「ノタメニ」であろうと、受影




表 3 によれば、受影者が「ヲ」格で導く「テヤル」構文は 173 例で、そのうち、“给”
構文に訳せないもの(以下の(14)(15))は 172 例である。“给”構文と無標構文のいずれにも
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どが営まれる部分)切り取る手術をしているのと同じことだ。 
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  (22) 太郎は花子に傘を差してあげる。(作例) 
  筆者訳：〇 太郎给花子打伞。 
      ＊ 太郎花子打伞。 
 
    (23) 太郎は花子に穴を掘ってあげた。(澤田 2007：77) 
  筆者訳：〇 太郎给花子挖了一个洞。 
            ＊ 太郎挖了花子一个洞。 




















  中訳：三天两头教那家男孩一次钢琴。 





























  中訳：工钱和过年的年货钱一定要发给工匠们才行。 
  筆者訳：〇 一定要发工匠们工钱和过年的年货钱才行。 
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(27) そう云いながら、私は殊更下手な手を打って相変らず(彼女に)負けてやります。 
  中訳：我虽然这么说，却故意走错了几步，仍然输给她。 




































































 表 3 によれば、「ノ」格で受影者を導く「テヤル」構文は 114 例である。そのうち、無
標構文と“给”構文のいずれにも訳すのは 20 例で、必ず“给”構文に訳すのは 42 例で、
“给”構文に訳せないのは 52 例である。 
4.5.1 無標構文と“给”構文のいずれにも訳し得る場合 













  中訳：我就做你们的乐队指挥吧。 
筆者訳：我就给你们做乐队指挥吧。 












   
  (35) 太郎は花子の目を検査してあげる。(作例) 
   筆者訳：〇 太郎给花子检查眼睛。 
          〇 太郎检查花子的眼睛。 
 
  (36) 少し時間を割いて、子供の宿題を見てあげましょう。(作例) 
   筆者訳：〇 拿出一点点时间，给孩子检查作业吧。 
              〇 拿出一点点时间，检查孩子的作业吧。 
    
    (37) 君の手相を見てあげるよ。(作例) 
   筆者訳：〇 我给你看看手相。 
       〇 我看看你的手相。 















  中訳：我喝了一口汽水威士忌，给绿子嘴上的“万宝路”点燃火。 
   
  (39) さっき僕の月給をあげてやると云う御話でしたが。 




   



















ものだが、NP3 が NP2 の所属物の場合も、この受益構文になる。最も典型的なのは、身
体語彙(body part lexeme)が NP3 になる場合である。(中略)NP3 が NP2 の所属のものなら
ば、総てこの構文になる」       



















筆者訳 1：〇 直也摸着加奈的背，在耳边轻声说道。 
 筆者訳 2：? 直也给加奈摸着背，在耳边轻声说道。 
 
(44)「おい、親分の足が冷えている。さすってやれ」。(少納言) 
筆者訳 1：〇 喂，老大脚冷。给他揉揉。 
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  筆者訳：＊ 无奈，我给她抱着抚摸着头，连声答应说：好的好的。 
   
  (46)  手をにぎってあげてるの。かわいそうなおばあちゃん。(少納言) 
                                             
49 
  筆者訳：〇 握着她的手，可怜的老婆婆。 






































   中訳：要从旁边将梶抱起来似的，把手伸进梶的胸前小袋。 





筆者訳： ＊ 我给旁边师范生打了一拳脑袋，骂道：“不要信口胡说，乡巴佬！” 
 
(51)  僕は彼のラジオをひっつかんで窓から放り投げてやろうと思ったが。 
      中訳：我恨不得一把抓起他的收音机抛出窗口。 
























を起こすという意味を表している「テヤル」構文が 25 例あった。 
  
  (52) 放り出しておくといっても、幼児の食欲を満たしてやる世話をしなければなら
ないのはいうまでもありません。 
  中訳：尽管说放手，但不用说必须要照顾好孩子，使他们的食欲得到满足。 
  筆者訳：＊ 尽管说放手，但不用说必须要照顾好孩子，给他们满足食欲。 
 


















































るいは「テヤル」による「モノの授与」の意味を表す。表 3 によれば、この構文は 62 例
あった。そのうち、「受影者の領域の変化」を表している「テヤル」構文は 23 例である。 
 
 (57) こんなに砂が付いているから、(お前のために)払ってやっているんじゃないか。 
 中訳：沾上这么多沙子，我是给你掸沙子呢。 
 




























   訳：  ＊ 我给妈妈去了市场。       (佐々木 1994：321 一部改変) 
   筆者訳：○ 我为妈妈去了市场。 
 
(61) (お前のために)一走りしてきてやろう。 
訳：我给你跑一趟吧。            (佐々木 1994：322 一部改変) 





























(64)   いや、もうたくさん。(あなたのために)タクシーを拾ってあげますから、お帰
りなさい。 
中訳：不，已经够了。我给你叫出租汽车，你回去吧。 









 「ノタメニ」で受影者を導く「テヤル」構文のうち、“给”構文に訳せないのは 55 例で
ある。すべては先行動詞によっても「テヤル」によっても、「モノの授与」の意味を表し
ていないのに加え、「受影者の領域の変化」という意味も読み取れない。 


















 中訳： 我说好的，陪多久都可以。 









4.7 「へ」格で受影者を導く「テヤル」構文  
表 3 に示すように、受影者を「へ」格で導く「テヤル」構文は 3 例で、以下の例文が該




































  (71) 靴下もぬいで、指のまたをひろげ、風を当ててやる。 
  中訳：脱了鞋，叉开脚趾迎着风。 
 
  (72) この壁が邪魔だ、この壁を打っ壊してやりたいもんだ。 
  中訳：这堵墙碍事，我要砸烂它。 
 
  (73) 過飽和溶液は、ちょっとゆすってやっただけでも、すぐに結晶を沈澱しながら、
飽和点に移行してしまうものである。 
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図 1´ 「テヤル」構文の日中翻訳フローチャート  
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図 1´-1 αのフローチャート 
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表 4 「テヤル」構文の中訳の容認度の判断結果 















○ 92  93  95 93 373 93.25% 
△ 7  7 4 6 24 6% 
× 1 0 1 1 3 0.75% 
合計 100 100 100 100 400 100.00% 
○：自然   △：やや不自然だが、意味が通じる   ×：非文 
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  調査協力者による訳：a 谜语的答案随时都可以告诉你。 







  翻訳規則による訳：前辈，给这人也说说。(2△,2○) 



















                                                             
10北京大学漢語言語学研究センターによって開発された中国語のコーパス。 
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調査協力者による訳：a 消除当事人的自卑感。 
             b 帮当事人消除自卑感。 














 筆者訳：a 纠正别人的错误。 
b 给人纠正错误。 
 
  (83) 子供の悪い癖を直してあげる。(作例) 





 中訳：   尊重每个孩子的个性，努力发挥孩子的长处。 






























































⑤ 受影者が想定できない「テヤル」構文 “给”構文に訳せない。 
 
以上のまとめに従って、図 1´のフローチャートを修正し、以下の図 1のようになった。 
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図 1 「テヤル」構文の日中翻訳のフローチャート(再掲) 
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図 1-1 αのフローチャート（修正版） 
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図 1-2 βのフローチャート（再掲） 
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第 3 章 「テクレル」構文に関する日中翻訳規則 
0 本章の概要 
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図 1 「テクレル」構文の日中翻訳のフローチャート 
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図 1-1 αのフローチャート 
 































































                              
(李 2009：8-9) 
 








といいですが。                         (少納言) 
 筆者訳：＃ 在销售不动产的时候，持有者通过营销能找到给他买的人就不错了。 
     ○ 在销售不动产的时候，持有者通过营销能找到买的人就不错了。 
 
(7) 私がそのことを口ごもり、松村一人が助け舟を出して、私の『戦争と平和』論の
ことを話してくれた。                      (少納言) 
 筆者訳：＃ 我闭口不谈，松村一人从旁相助，给我谈了我的《战争和和平》论。 
     ○ 我闭口不谈，松村一人从旁相助，谈了我的《战争和和平》论。 
 
(8)  肌を引き締め、健康な肌を作ってくれるのだそうだ。       (少納言) 












                                                             
11第 1 章で述べたように、この例文では、話し手の視点が「野島」に置かれて述べられている。即ち、「野
島」は話し手の身近な人と見られ、中訳の“他”(彼)の機能は“我”(私)と同じである。 



















(13) ○ 他给我哭了一个晚上。(彼は僕のために一晩中泣いてくれた。) 
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2 「テクレル」構文の日中翻訳に関するコーパス調査 
 第 1 節では、「テクレル」構文と“给”構文との対照が行われてきた先行研究に関して
批判的な検討を行ったところ、先行研究の主張によって日中翻訳上まだ説明しきれないと
ころがあることが分かった。従って、「テクレル」構文の日中翻訳の実態を把握するため
に、『中日対訳コーパス』を利用し調査を行った。その結果は表 1 のようになった。 
 
表 1 「テクレル」構文の中国語の訳のパターン 
訳される中国語の表現 例文数 比率 実例 








B 给 145 10.32% 
「おッ母さんが縫ってくれたの」。 
中訳：“是妈妈给我做的。” 
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訳文を再整理した。その結果は表 2 のようになった。 
 
 表 2 「テクレル」構文と対応する中国語の表現の再整理 
 
表 2 を見れば、授受の有標構文に訳すことができる「テクレル」構文(B＋C)の数は 421
例で、全体の 29.96%に過ぎない。そのうち、“给”構文に訳すことができる「テクレル」




                                                             
12ここでいう“给”構文には“为”“替”などほかの有標構文が含まれている。それらの構文は“给”構
文に置換されても意味上問題がないため、“给”構文で一括代表することにする。 
中国語訳の構文 例文数 比率 





B1 無標構文と“给”構文のいずれか 235 16.73% 
B2 無標構文と“替/ 帮”構文のいずれか 3 0.21% 




C1 “给”構文12 155 11.03% 
C2 “为”構文と“替”構文のいずれか 13 0.92% 
C3 “为”構文 6 0.43% 
C4 “为”構文と“替”構文と“帮”構文のいずれか 4 0.29% 
C5 “替”構文 3 0.21% 
合計 1405 100.00% 
















「Ⅹガ ～ シテクレル」 (Ⅹが動作主) 
 
ステップⅠ 受影者が明示されている場合 
 X の以外格助詞で表示される人物の中で、文の意味によって受影者を確認する。 
 








作例 2 太郎が ～ 送ってくれる。 









作例 3 私の誕生日に太郎は 私に/私のために おいしいケーキを作ってくれた。 
 







作例 4 太郎が (＊私のために) 無事に 卒業してくれた。 
 
4.2 受影者の格による訳文の整理 
4.1 節の手順によって確定した受影者の格によって表 2 の「テクレル」構文と対応する
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合計 155 235 1015 1405  
注：？とは受影者が表示できないことを指す。 
 
表 3 によれば、“给”構文に訳すことができる「テクレル」構文は全部で 390 例(A＋B)
であり、全体の 27.76%であった。第 2 章では、“给”構文に訳すことができる「テヤル」
構文は全体の 45.45%であったため、両者の間に大きな差が出てきた。その理由の一つは
用法の違いにあると考える。 




手側の評価を表す「テクレル」構文は 238 例であり、全体の約 17%を占めている。それ





















表 3 によれば、「ヲ」格で受影者を導く「テクレル」構文は合わせて 245 例である。中
国語の授受の有標構文に訳し得るのはわずか 8 例であるが、いずれも“给”構文に訳すこ
とができる。“给”構文と無標構文のいずれにも訳し得る。 






  (14) 応援の仕方はいくらでもある｡精神的に(私を)応援してくれたらいい｡何をしな
くても… 
  中訳：支持的方式有的是。精神上的支持也可以，即使什么也不做…… 
 筆者訳：支持的方式有的是。精神上给我加油打气也可以，即使什么也不做…… 
 
  (15) 下の農家の中井さんの娘さんが、時々(私を)お手伝いして下さった。 
  中訳：坡下农家中井先生的姑娘也常常来给我帮忙。 
筆者訳：坡下农家中井先生的姑娘也常常来帮我忙。 
  
  (16) そう言って､八千代を案内してくれた｡ 
  中訳：说着，给八千代带路。 








   訳：那么在你上班的时间里，有谁能守护我呢？  (林少华訳) 




                                                             
13「ノ」とは『ノルウェイの森』という小説作品を指す 


























































クレル」構文はわずか 5 例で、いずれも“给”構文に訳せない。以下の例文が該当する。 
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  (22) けれども、そんないい人たちは、僕と遊んでくれやしない。 
  中訳：可是那样的好人却不会要跟我交往。 
  筆者訳：＊ 可是那样的好人却不会要给我交往。 
 
(23) ボクと友達をつないでくれたのは、ないはずの「手足」。 
  中訳：我结交朋友靠的是我没有手和脚。 







  (24) 太郎は僕とプレゼントを交換してくれる。(作例) 









































































(30)  彼女はいちばん上の一房をとって僕に手渡してくれた｡ 






























                                                             
14「テクレル」を取り除くと、日本語の文は文法上は問題がないが、語用論的な自然さが落ちる。 



































表 3 によれば、「ノ」格で受影者を導く「テクレル」構文は 169 例である。そのうち、







されているのは 35 例である。以下の例文に該当する。 
 




































  (37) 太郎は私の悪い癖を正してくれた。 （作例） 
  筆者訳：〇 太郎给我纠正了坏习惯。 
           〇 太郎纠正了我的坏习惯。 
 
   (38) 周りの人々は私の個性を尊重してくれた。 (作例) 
  筆者訳：＊ 周围的人给我尊重个性。 








  (39) 太郎は私の肩を揉んでくれた。（作例） 
  筆者訳：太郎给我揉了揉肩膀。 
       
    (40) 早紀子さんは優しくボクの頭をなでてくれた。(少納言) 
  筆者訳：a 〇 早纪子温柔地摸了摸我的头。 
      b ？ 早纪子温柔地给我摸了摸头。 


































出をいっぱい作ってくれた。                 (少納言) 
筆者訳：〇 小学校教给我们很多重要的东西，让我们有很多美好的回忆。 










































表 3 によれば、「ノタメニ」で受影者を導く「テクレル」構文は合わせて 388 例である。
中国語の授受有標構文に訳すことができるのは 134 例である。そのうち“给”構文に訳す
ことができるのは 112 例(A タイプ+B タイプ)である。以下の節では、日中翻訳の際、 “给”
構文に訳さなければならない、“给”構文と無標構文のいずれにも訳し得る、“给”に訳せ







(48)～(50)のように「モノの授与」を表しているものは 44 例である。 
 
  (48) (彼のために)水路であれば船を、陸路であれば馬やかごや車を用意してくれま
す。 
  中訳：走水路，要给他准备船只，走陆路，要为(给)他预备马车和轿子。 
 
 (49) とにかく東京でのねぐらを､彼は､おれのために発見してくれたのだからな。 
  中訳：不管怎样，是他给自己找的这个“窝”！ 
 
  (50) (私のために)家人が点ててくれる茶を、庭に面した縁側に坐って、飲ませて貰
う。 



















  中訳：＃ 走水路，要准备船只，走陆路，要预备马车和轿子。 
   
  (49)´とにかく東京でのねぐらを、彼は、おれのために発見してくれたのだからな 


































































   (54) 太郎は 私のために 図書館へ行ってくれた。 (作例) 
 筆者訳：＊ 太郎给我去了图书馆。 
      〇 太郎为我去了图书馆。 
 
(55) 太郎は 私のために 結婚してくれた。 (作例) 
  筆者訳：＊ 太郎给我结婚了。 






















  中訳：就靠永松拿来些吃的才勉强活着。 
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立っていてくれた。 
  中訳：每天六点半我来到集合地点，他早已站在那儿了。 
  筆者訳：＊ 每天六点半我来到集合地点，他早已给我站在那儿了。 
 
(59) お母さんだってきっと(私のために)喜んでくれるだろう 






















 表 3 では、「ノカワリニ」「ニカワッテ」で受影者を導く「テクレル」構文がそれぞれ 1
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  (63) 太郎は僕にかわって、先生の机を拭いてくれた。 (作例) 
  筆者訳：〇 太郎替我擦了老师的桌子。 
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  (65) 太郎はわたしからこの重荷を取り除いてくれた。 (作例) 
  筆者訳：〇 太郎给我卸下了这副重担。 












































ず、“给”構文に訳されるものが以下の 3 例あった。 
 
(69) 君がもしここで乱暴を働いてくれると、僕は非常に迷惑する。 









 筆者訳：＃ 你怎么净找麻烦。 






































































語書き言葉均衡コーパス BCCWJ』(中納言)から「テクレル」構文をランダムに 100 例抽
出し、フローチャートに従い、中国語に訳した。その訳文を 4 人の中国語のネイティブに
チェックしてもらった結果は表 4 に示す。 
 




寧夏 福建 黒竜江 黒竜江 合計 比率 
○ 96 93 93 93 375 93.75% 
△ 4 7 6 7 24 6% 
× 0 0 1 0 1 0.25% 
合計 100 100 100 100 400 100.00% 
○：自然  △：やや不自然だが、意味が通じる  ×：不自然かつ意味が通じない 
 







































































          b 一个年轻女子对我说“欢迎光临”，我这才松了口气。 
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図 1 「テクレル」構文の日中翻訳のフローチャート  (再掲) 
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図 1-1 αのフローチャート (再掲) 
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図 1-2 βのフローチャート (再掲) 
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第 4 章 「テモラウ」構文に関する日中翻訳規則 
0 本章の概要 











ャートは以下の図 1 の通りである。 































2.結果の“请”…NP1 が NP2 に請求して V2 させる。 
(5) 我请他弹了钢琴。 
(私は彼に頼んでピアノをひいてもらった。)         (奥津・徐 1982：96) 
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は常に使役の意味を含む他動詞であり、動詞 2 は動詞 1 の結果又は目的を表す」と述べている。 















(10) ＊ 学生が私に報告してもらった。 







  指導幹部の間で研究してもらうとしよう。 














  中訳：谢谢你时常来信。直子看了非常高兴。我也看了，我看也可以吧。 

























                                             
130 
表 1 「テモラウ」構文と対応する中国語の表現 
 
対応する中国語の表現 例文数 比率 実例 















































合計 641 100.00%  
 











中国語の授受の有標構文に訳すか 例文数 比率 
A 無標構文のみ 285 44.46% 
B “请”構文と無標構文のいずれか 86 13.42% 
C “请”構文のみ 270 42.12% 




















































  意図 作用  
A 依頼的テモラウ受益文 有 有 
受益者 
 












Aタイプ (19) お医者さんに頼んで、一番いい注射をしてもらったら？(山田2004：119) 
Bタイプ (20) 今までずっと見守ってもらっていた感じがした。   (山田2004：119) 






X  Y 
出来事 
出来事 
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表4 使役の意味とサセテモラウの特徴 
 使役の意味 使役者顕在 話者の意志 
させられる 強制 可 無視 
させてもらう 
Ⅰ 原因 可(少) なし 
Ⅱ 許容 可 弱い 
Ⅲ 間接受影 不可 強い 






ヘンの世界を見ていたいような気持でした。        (山田2004：138)             
 Ⅱ(23) 三十過ぎのお男が仕事もしないで女に飯食わせてもらうってのは何事ですか。
(山田2004：140) 






























A 働きかけ直接型 ○ ○ ○ 
B 働きかけ間接型 ○ ○ × 
C 直接受影型 ○ × ○ 
D 間接受影型 ○ × × 
















                                                             
18話し手(側)とは話し手あるいは話し手が自分の立場を置く人を指す。以下統一的に話し手と称する。 









































































































Ⅰ働きかけ直接型 0 19 70 89 
Ⅱ働きかけ間接型 14 67 200 281 
Ⅲ 直接受影型 89 0 0 89 
Ⅳ 間接受影型 114 0 0 114 
Ⅴ 他人配慮型 68 0 0 68 
























































  筆者訳：我请太郎打了我。 











(37) (結婚式場で新郎から) ひとこと、御挨拶をさせて頂きます。 (括弧は筆者に
よる) 
  中訳：请允许我说几句话。 
  筆者訳：＃ 我说几句话。(一言、挨拶します。) 
 
(38)  それはそうと、いったい何時になったら、上にあがらせてもらえるんです？ 




























  (40)  譲治さん、今夜は泊めて貰うわよ。 
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 筆者訳：为此，想您指点一下我应该怎么办。 
























   
  (43) 綺麗なひとは早く死ぬ。お母さまは、お綺麗だ。けれども、長生きしてもらい
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たい。 
  中訳：无赖寿长，漂亮的人命短。妈妈是个漂亮的人，却又希望她活得长久。 
  
  (44) 子どもがかわいいの一念から、よい子になってほしい、将来、社会の上層で生
活できる人になってもらいたいというひたむきな感情から… 
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ラウ」構文は 200 例である。 
 
(49) 重松おじさんに見てもらうと、「やっぱり焼夷弾の油脂かもしれん。敵は油脂





   筆者訳：＃ 重松姑父看了看，他说：“可能还是燃烧弹的油脂。敌人真的扔了油脂
炸弹吗？” 






















  中訳：我把材料从办公室拿到了食堂，请厂长盖章。 
 
(52) 旅館へ戻ると､八千代は女中に床を取ってもらった｡ 
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  中訳：返回旅馆，八千代请女佣备好卧具。 
 
(53) 葬式のお経も、閑間君に丁寧に読んでもらわなくてはね。 

















  (51)´僕は事務室から書類を食堂へ持って来て工場長に判を捺してもらった。 
  中訳：我把材料从办公室拿到了食堂，请厂长盖章。 
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  中訳：您要是不鼓起精神，我可又不好走了。 




  中訳：那里他并不常去，但二楼一个房间里，保管着他那数量惊人的杜父鱼研究资料。 































 (65) 王さんに先にこのいいアイディアを言ってもらっては困るんですね。(作例) 
 筆者訳：〇 要是被小王抢先说了这个好点子就麻烦了。 
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て初めて解けた。 
  中訳：这个疑问直到我有幸与喜多村先生亲切交往之后才得以解开。 




















 ② 使役の形式をしても意味上実質的な働きかけではない「他人配慮型」(68 例)と願望
を表す「働きかけ間接型」(14 例)の「テモラウ」構文は無標構文のみに訳す。 
 
 ③ 実質的な働きかけを表す「サセテモラウ」構文(8 例)は“请”構文に訳さなければ
ならない。 
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ックしてもらった結果は表 7 のように示す。 
 
表 7 「テモラウ」構文の日中翻訳フローチャートに関する検証 
調査協力者の出身地 
例文の容認度 
北京 寧夏 湖北 浙江 合計 比率 
○ 97 96 96 96 385 96.25% 
△ 3 4 4 4 15 3.75% 
× 0 0 0 0 0 0 
合計 100 100 100 100 400 100.00% 
○：自然  △：やや不自然だが、意味が通じる  ☓：不自然かつ意味が通じない 
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(69) いつまでも病院の側に待ってもらうことにも気がひけたの。 
  翻訳規則による訳：也不好意思请医院一直等下去。 (○：3 人 △：1 人) 








 翻訳規則による訳：感到有点吃惊，立刻请他们上屋顶看看。(○：3 人 △：1 人) 









  翻訳規則による訳：七点他们送我到了祇園。(○：2 人 △：2 人) 
  調査協力者の訳： 七点请他们送我到了祇園。 
 
 (73) みよちゃんはまだ抱っこしてもらってもいいのよ。 
  翻訳規則による訳：还是可以抱抱美代的。(○：3 人 △：1 人) 
  調査協力者の訳：美代还是可以让人抱抱的。 
 
(74) 私は自分の意見を代弁してもらったような気分だった。 
  翻訳規則による訳：我感觉他们说出了自己的心声。(○：3 人 △：1 人) 
  調査協力者の訳：我感觉让他们说出了我的心声。 
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 ② 使役の形式をしても意味上実質的な働きかけではない「他人配慮型」(68 例)と願望
を表す「働きかけ間接型」(14 例)の「テモラウ」構文は無標構文のみに訳す。 
 
 ③ 実質的な働きかけを表す「サセテモラウ」構文(8 例)は“请”構文に訳さなければ
ならない。 
 




 ⑤ 動作主が聞き手ではなく、実質的な働きかけを表す「働きかけ直接型」(70 例)と「働
きかけ間接型」(200 例)の「テモラウ」構文は“请”構文に訳さなければならない。 
 
従って、①～⑤を踏まえ、「テモラウ」構文の日中翻訳のフローチャートは図 2 に示す。 
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図 2 「テモラウ」構文の日中翻訳のフローチャート (再掲)
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第 5 章 終章 









 第 2 章と第 3 章では、それぞれ「テヤル」構文と「テクレル」構文の日中翻訳規則に関
することであるが、研究の手順がほぼ同様であるため、一括して説明することにする。 




































































  ② 先行動詞の意味による「モノの授与」を表す「テクレル」構文は、“给”構文と
無標構文のいずれにも訳し得る。 
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